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南極ドームふじコアの化学成分が示す過去 70万年の環境変動 
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Ice core drilling at Dome Fuji, Antarctica reached a depth of 3035.22m in January 2007. Here we report the variations of ionic 
species in the Dome Fuji core for the depths above 3028m, which corresponds to about 700kyrs BP. Fluxes of ss (sea-salt) 
sodium (a proxy for sea-salt) and nss (non-sea-salt) calcium (a proxy for dust) at Dome Fuji are linked with Antarctic 
temperature; they are high during cold glacial periods and low during warm interglacial periods, as has been reported by earlier 
studies. We find no straightforward link between Antarctic temperature and nss sulfate, which has been considered as a proxy 
for marine biogenic productivity. Flux of ammonium, which has been also considered as as a proxy for marine biogenic 
productivity, are high during cold glacial periods and low during warm interglacial periods. We suggest that sources of nss 
sulfate and ammonium need to be reconsidered. We also suggest that marine biogenic productivity in the Southern Ocean was 
not constant, which contradicts the conclusion of previous studies. 
 
日本の南極観測隊は第２期ドームふじ深層コア掘削計画の下で、2007年１月に 3035.22mの深さに達する氷床コア
を掘削した。ドームふじコアの最深部数メートルは底面融解の影響で化学成分濃度の異常が見られ、気候・環境
変動の復元には適さないが、それ以外の深度では層の乱れもなく、過去の気候・環境変動を良好な状態で保存し
ている。本発表ではドームふじコアの深度 3028mまでの化学成分分析の結果から推定される過去約 70万年の気
候・環境変動について報告する。 
海塩性ナトリウムイオン（海塩エアロゾルの指標）及び非海塩性カルシウムイオン（ダストの指標）のフラッ
クスは、氷期に高く、間氷期に低いという、南極の他の地点で掘削された深層氷床コアと同様の変動パターンを
示していた。一方、ヨーロッパの研究グループによるドーム Cコアや EDMLコアの報告において、海洋生物活動
の指標とされ、80万年間を通じて一定だったとされている、非海塩性硫酸イオンのフラックスは、氷期・間氷期
の変動は小さいものの、オービタルスケールの変動を示していた。しかし、その変動は、海塩性ナトリウムや非
海塩性カルシウムとは異なり、気温と単純な逆相関の関係を示していなかった。非海塩性硫酸の起源として、氷
期にはダストの寄与が大きい可能性があり、海洋生物起源の非海塩硫酸のフラックスが間氷期に高く、氷期に低
くなっていた可能性がある。また、ヨーロッパの研究グループによるドーム C コアや EDML コアの報告において、
氷期・間氷期を通じて一定とされていたアンモニウムイオンのフラックスは、ドームふじコアの解析の結果、氷
期に高く、間氷期に低かったことが示された。ヨーロッパの研究グループの報告ではアンモニウムも非海塩硫酸
と同様に海洋生物起源とされているが、ドームふじコアの解析の結果、両者が異なる挙動を示すことから、両者
の起源を再考する必要があること、また、南極フロント以南の海洋生産性が氷期・間氷期を通じて一定であった
というヨーロッパの研究グループの結論を再検討する必要があることが示唆される。 
